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平成２９年度学校評価の御報告

　春の陽気が待ち遠しい今日この頃ですが、皆様におかれましては御健勝のこととお喜び申し上げます。また、保護者・地域の皆様には日頃より本校の教育活動に、御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上げます。
平成２９年度の学校評価の結果を報告します。学校評価に御協力いただき、ありがとうございました。
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	【グラフの見方】　　　　　　　［評価基準］
　上段：児　童

　中段：保護者・学校評議員

下段：教職員




回収率：児童　97.8％(507/518)　　保護者　58.5％(303/518)　　教職員　100％(24/24)

  　　　　　　
①　学校は、分かりやすく楽しい授業を工夫している
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	・およそ９５％の児童が授業を楽しいと感じています。特に算数は習熟度別算数が定着し、算数を楽しいと答える児童が増えました。｢授業がわからないので楽しくない｣と回答している児童について個別指導などの支援の手立てを考えていきます。



②　子供たちは、学習規律を身に付け落ち着いて学習している
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	・ほとんどの児童が学習規律を意識して学習に取り組んでいます。全体が落ち着いた雰囲気の中で学習に臨めるよう、学校の規律の確実な定着を引き続き図っていきます。



③　子供たちは、学習したことがよく身に付いている
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	・できたこと，わかったことを通して自信を深めた児童が増えました。点数にこだわるのではなく、学び方や学習過程を大切さにする授業の展開を継続して進めます。




④　子供たちは、家庭学習（学年×１０分）の習慣が身に付いている
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	・８割以上の児童が宿題にはきちんと取り組み、提出も良好です。自分で決めた課題に取り組む姿勢が確実に身に付くよう，具体的な宿題の取り組み方、学習の分量などを個別に指導していきます。


⑤　子供たちは、挨拶や言葉遣いなど基本的な生活習慣が身に付いている
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	・多くの児童が元気よく挨拶できるようになり、お褒めの言葉もいただいています。一方、言葉遣いについては、兄弟関係で悪い言葉を覚えるとの意見もあります。時と場についての継続的な指導をしていきます。


⑥　学校は、ふれあい月間などの取組を通して、いじめ防止や教育相談体制の強化を図っている
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	・いじめ防止について、児童評価の「全くあてはまらない」と答えた児童には個別に事情を聞き、早急に解決しました。いじめの未然防止、早期解決に努め、いじめ根絶を目指します。
・ふれあい週間やふれあいDAYの取り組みをさらに充実させ、相談体制の一層の強化を図ります。


⑦　子供たちは、困難な課題にも最後までがんばって取り組んでいる
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	・自信をもって課題に取り組める児童が増えました。ただ、児童に「根気がない」「意欲がない」と、感じる保護者，教員の意見もあります。意欲をもって最後まで取り組める学習場面の開発に努めます。


⑧　子供たちは、思いやりの心をもって行動している
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	・思いやりのない言動を気にする児童がずいぶん減りました。しかし、陰湿な言動を気にする意見もあります。一方で、面倒見の良さや仲の良さを褒めていただいている面もあります。良い面をさらに伸ばす指導の工夫をしていきます。


⑨　子供たちは、休み時間や放課後など外に出て遊ぶ習慣が身に付いている
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	・休み時間は、多くの児童が外で元気に遊んでいます。持久走タイムや、短縄タイムには、ほとんどの児童が音楽に合わせて運動する元気な姿が見られました。体力の向上を目指し、天気の良い日は外に出て活発に体を動かす児童の育成を継続します。



⑩　学校は、健康でたくましい心と体を育てるために食育の推進に努めている
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	・年２回の食育講座や給食便り等を通して、食育への保護者の意識も高まりつつあります。より多くの保護者に参加していただけるような手だてを工夫していきます。
・給食の献立を工夫し、いろいろな食材に出会わせ、食に対する関心を高めていきます。


⑪　学校は、ホームページや学校便り、学級通信等を通して、学校の取組をよく伝えている
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	・学校便りやホームページ等で、定期的に学校の情報発信をしていますが、保護者からは十分満足のいくご意見を得られていない点もあります。内容の充実を図り、こまめな発信や発行、更新を心がけ、改善していきます。


⑫　学校は、学校公開、保護者会、個人面談を通して、保護者との共通理解を図るよう努めている
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	・平日でも、毎回多くの保護者の方々に普段の児童の姿を見ていただいていることがわかり、ありがたく思います。

・児童を学年・学級で共通理解のもとに、育て上げていくことができるよう、保護者会への参加者増に取り組んでいきます。


【次年度に向けて取組の方向性】

　
＜　生　活　＞

「あいさつ」について

・家庭や地域との連携強化を図りながら、あいさつ運動など児童が自発的に取り組める活動の工夫を継続し、あいさつが確実に身につくように指導していきます。

・あいさつは、犯罪の抑止にもつながります。大人と子供がよく挨拶を交わしている地域は不審者の出没がとても少ないそうです。大きな声で元気よくあいさつできる児童を引き続き育てていきますので、地域、保護者の皆様も児童のあいさつの習慣化にご協力をお願いいたします。
学校としての取組
・困難な課題への自発的な取り組みを向上させるために、道徳等の指導にとどまらず、学校生活全体を通して、最後までやり遂げる粘り強さやよりよく生きようとする力を育てます。

・教職員は、教育相談研修等を通して児童理解や課題解決に向けたスキルの習得と意識の向上を図ります。
・スクールカウンセラーや養護教諭等と連携し、児童にとって居場所のある学校作りを進めます。

　・いじめ等の重要課題に対しては、全校体制で未然防止、早期解決を行います。また、ケースによっては外部機関等とも積極的に連携していきます。
<　学　習　＞

　 ・落ち着いて学習できる環境を整えるために、「早宮の子のやくそく」の学習規律を教員全体で再度確認し共通理解を図り、同じ方向でぶれない指導を継続します。また、家庭にも協力をお願いしていきます。
　・児童のやる気を育てるために、体験的学習や達成感を味わえる取組を多く取り入れた教育活動を展開します。また、意欲が持続するような指導の工夫をしていきます。
・視聴覚機器や提示資料等を工夫・改善し、授業を受けている児童全員が、満足できる授業作りを進めます。また、教員個々の授業力を向上させ、児童によく分かる楽しい授業作りを進めていきます。
＜　情報の発信　＞

　・学校便りや学校連絡メール、ホームページ、学校掲示板等の情報発信の迅速化や情報内容の充実・改善を図り、学校の教育活動に理解と協力を得ていきます。
　・毎月末にふれあい週間やふれあいDAYの活動を保護者に理解していただくために、分かりやすく、活用しやすくできる通知方法を工夫します。また、必要に応じて弾力的に放課後を活用します。
・学校連絡メール情報の即時性を高めるために、保護者の完全登録を目指します。
平成３０年２月２８日


練馬区立早宮小学校
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健康で明るい子ども　　よく考えて工夫する子ども　　思いやりのある子ども





１．自己評価及び学校関係者評価結果・考察


【今年度の学校教育目標】


　人権教育の精神を基盤として、心身共に健康で調和のとれた人格の形成を目指し、広く国際社会や地域社会の信頼と尊敬が得られる人間性豊かな児童の育成を目指して、次の教育目標を設定する。


○健康で明るい子ども　　◎よく考え工夫する子ども　　○思いやりのある子ども


☆本年度の重点行動目標　「よく考え工夫する子ども」


自分の考えがもてる、進んでやろうとする、やり通す、友達や周囲の人々との関わりの中から学ぼうとする児童の姿を目指す。�
�
【上記を受けて目指す学校・目指す子供】


＜目指す学校＞


　◇確かな学力が身に付く学校


　◇全ての子供の心と体が豊かに育つ学校


　◇保護者・地域と共生する学校


＜目指す子供：友達大好き・自分も好き　早宮の子＞


　☆自己肯定感をもち、周囲との関わりの中から学べる子供


　☆自分の思いや考えを伝えることのできる子供


　☆他者理解に努め、思いやりの心をもって共に生きようとする子供�
�
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